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	病院機能評価３rdG認定
	「公益財団法人日本医療機能評価機構」による病院機能評価の認定を受けました。
	当院は、2026年9月4日付で、公益財団法人日本医療機能評価機構による「病院機能評価（主たる機能：慢性期病院）」の審査を受け、認定基準に達している医療機関として認定されました。
	　病院機能評価とは、医療機関が提供する医療やサービスの質、安全管理、運営体制などについて、第三者機関が中立的な立場から客観的に評価する制度です。
	　今回の受審にあたり、日頃から当院を支えてくださっている患者様やご家族、そして地域住民の皆様に心より感謝申し上げます。

	戸田中央メディカルケア
	グループ学会発表
	研究テーマ
	　『視覚的アプローチ法による個人の
	　手指消毒剤使用量の増加への取り組み』
	　　　　　　　　　　　　看護師　平本莉穂
	　今回、看護研究をするにあたって注目したことは“感染対策”です。患者様が安心して過ごすためにとても欠かせないことだと考えました。当院の課題として、職員によって手指消毒剤の使用量に個人差があることが挙げられました。それを解決するために、使用量が目標値に満たない職員に対し、指導を行なって参りました。　　　　
	　結果、1年で手指消毒剤の使用量が大きく増加しました。
	　今後も職員1人1人の使用量に着目し、適切な場面での手指消毒が出来るように指導していきます。
	発表をする平本さん


	院内呼吸器療法認定制度
	院内呼吸療法認定制度の取り組み
	　当院では2019年より「院内呼吸療法認定制度」に取り組んでいます。
	　講座は当院の医師や看護師、コメディカル職が、当院の呼吸療法に合わせて作成したオリジナルの内容です。そのため、学んだことがそのまま日々の業務に生かせるのが特長です。
	　看護師をはじめ多職種のスタッフが初級・中級・上級と段階を踏み、確認テストや昇級テストに挑戦しながら、呼吸ケアの知識と技術をこつこつと磨いています。
	これまでに初級認定者61名、中級認定者18名が認定を取得しました（現在在籍の職員に限る）
	　この学びをきっかけに、関連学会の認定資格に挑戦する職員も出てきています。こうした学ぶ姿勢が、患者様への安全で質の高いケアへとつながっています。




